高校生ワークショップ概要報告

開催日時	令和4年9月17日(土)　14時

開催場所	市民会館　1階　ギャラリー

参加者		市内の高校生11名

概要
(１)タイムテーブル
１．自己紹介・オリエンテーション
２．グループワーク
３．プレゼンテーション

(２)議論テーマ
①　どのような働き方ができるまちになればいいか
②　未来の子供たちがどんな体験ができるまちになってほしいか
③　橋本の良さ、魅力をどのように発信していけばいいか

(３)出た意見
テーマ①
・若者の起業支援をしっかりして、意欲のある人のサポートをしてほしい。
・高齢化が進み、高齢者が増えてきているので、高齢者が働ける場所が増えればいい。
・育休を取りやすい環境を整え、子育てしやすいまちとしてPRしていくのがよいのでは。
・定時退社やフレックス制の導入などを促進し、プライベート(及び介護や育児など)と両立
しやすい環境を整えていく。
・電車の本数を増やし、交通の便を良くして外部から人が来やすいようにする。
・資格取得を支援する。
・医療費や教育費の支援などで子育て環境の充実を図る。

テーマ②
・橋本市は田舎としての魅力があると思うので、大きな公園などで安全に遊べたりできると
よい。
・橋本駅前の空き家をリノベーションして、自習室などで使えるようにして、月額いくら、
といった感じで利用できるといいと思う。
・ＩＴやプログラミングの勉強を充実させて、先端技術を身に着けられるまちとして売り出
していく。
[bookmark: _GoBack]・子供たちにアンケートをとって、上位の職種や分野の企業を優先的に呼び込む。
・現在人気の職業や仕事に合わせた教育が受けられるといい。
・外国語の勉強を充実させて、海外交流が盛んにできるようになるといいと思う。

テーマ③
・橋本駅前の公共施設をリフォームし、特産品のＰＲなどができるように。
・電車の待ち時間が長くなるので、外で時間をつぶせる魅力のある場所があればいい。
・橋本の名産品や地場産品の食フェスや農業体験などの田舎ならではの部分をもっとＰＲ
していく。
・回覧板のデザインやホームページをもっと見たくなるようなものにして、市民にも橋本市
の情報を見てもらえるように。
・ＳＮＳでのＰＲをもっと充実させる。情報発信についても、ただやっているだけでは意味
がないので、インフルエンサーや有名人とコラボをするなどインパクトのある取り組み
をして、まず存在を知ってもらうことが重要だと思う。
・はしぼうにもっと愛嬌やキャラ付けをして印象に残りやすいようにしたらよいのでは。
